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研究成果の概要（和文）：本研究では、16～19世紀の日本の史料・遺物・遺跡・伝承を素材に、台湾や東南アジア等の
事例と対照しながら、航海信仰の伝播・融合・転生を検証した。

その結果、中国南部から伝播した航海伸媽祖が、在日華人の守護神となる一方で、在来の諸信仰と融合しながら、船霊
を神格化した船玉神、水神・女性による二十三夜講の守護神など、日本のローカル神に転生にしていくことを解明した
。

研究成果の概要（英文）： I studied the spread, fusion, of The Japanese Mazu faith in the 16th and 19th 
Century. My study’s main materials are historical documents, remains, tradition. In addition, I compared 
the Japanese examples with the examples of other Asian areas.
 In this research project, I clarified the following historic facts. Mazu became to the guardian deity of 
overseas Chinese's families in Japan. And she also became the guardian deity (“Funadamashin”) of 
Japanese sailors. Further, in certain areas, she metamorphosed God who control water, or metamorphosed to 
the guardian deity of women's associates (“Nijusanya-ko”).

研究分野： 島嶼・海域史

キーワード： 航海信仰　媽祖　天妃　船玉神　日本　東アジア
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、歴史学をはじめとした人文学研究の

分野で、国家や民族の枠組みをこえた東アジ
アを対象とする研究が成果をあげている。そ
れらの中で本研究と直接関わるのは、海を媒
介にしたヒト・モノ・情報の交流の具体相を
追及する海域（交流）史と、複眼的視角で文
化の生成・伝播・接触・変容の総体的解明を
めざす文化交渉学である。 
研究代表者（以下、申請者）は、これまで

日本史料と中国・朝鮮史料による総合的検証
によって、東アジアの沿岸島嶼民や航海者相
互の交流や衝突、そして陸域の国家との関係
の歴史的変遷に関する研究を公表してきた。
また、考古学や文化地理学・人類学等の研究
者との共同研究（民間財団からの「その他の
研究費」）を重ねるなかで、フィールドワー
クの重要性を再認識し、文献史料と現地調査
の相互補完的な研究方法を追求していた。 
そのなかで 2000 年度に始まった共同研究

「8-17 世紀の東アジア地域における人・物・
情報の交流」（科学研究補助金）において、
申請者は、文献史料が少ない国家が関与しな
い交流ネットワークの解明の素材として、九
州各地に伝わった中国南部の航海神・媽祖
（天妃・天后）の古神像に着目し、日本列島
に残っている古媽祖像や媽祖を祀っていた
遺跡の調査を開始し、沖縄や本州も含め既知
の遺物遺跡の現状確認のほか新発見も含め
て 30件以上の存在を確認した。その成果を、
当該科研報告書（村井章介編「8－17 世紀の
東アジアにおける人・物・情報の交流 上」、
東京大学大学院人文社会系研究科、2004 年、
43 頁～68 頁）に掲載するとともに、海域ア
ジア史研究会 10 周年沖縄例会（2003 年）、
華僑華人研究会（2004 年）、台湾の中央研究
院人文社會科學中心海洋史専題の研究会
（2005 年）等で公表し、新たな所在情報の
入手にもつながった。さらに 2004～05 年度
には、媽祖像に関心を持つ美術史・民俗学等
の研究者と共に「海を渡る女神たちの姿を読
み解く―媽祖を中心とする航海神の図象史
学的研究」（民間財団からの「その他の研究
費」）を行ない、図録掲載の媽祖や関連神仏
像の図像を収集・検討し、文化交渉学的観点
から媽祖像の図像学的特徴を整理し、製作年
代観についての見通しを議論した。 

2005 年度に始まる共同研究「海港をとり
まく地域社会―「地域」からの日中交流史―」
（特定領域研究「東アジアの海域交流と日本
伝統文化の形成」現地調査研究部門の研究
班）においても、申請者は中国沿岸の港町や
海防遺跡の現地踏査の中で、媽祖をはじめ航
海信仰関連の文物・遺跡・伝承に関する資料
を積極的に収集すると共に、日本列島の媽祖
関連調査も継続した。また、対照のため韓国
の西海岸など調査も行なった。その中で、日
本列島では、媽祖を龍宮の乙姫などと解釈す
る在来の信仰と融合したり、船の心霊である
船玉を人格化して登場する船玉神として再

定義されたりした事例に遭遇すると共に、中
国でも、山東や遼東における在来の海神との
融合や、本場の福建でも媽祖伝承に地域ごと
の多様性があることを知った。これらの調査
を通じた知見を、部門主催の国際シンポジウ
ム「海をむすぶ祈り-東アジア海域交流と信仰
-」（2007 年）、厦門大学歴史研究所「東亜海
洋史学術座談会」（同年）中華媽祖文化交流
協会主催「第三回湄洲媽祖・海峡論壇』（同
年）、台湾彰化縣媽祖信仰研究國際學術研討
會（2008 年）、交通史研究会大会（同年）、
財団法人日韓文化交流基金第 8 回日韓・韓日
歴史家会議（同年）、関西大学東アジア文化
交渉学研究拠点第 23 回創生部会（2009 年）
などで報告、参加者と議論を重ねてきた。ま
た、長崎県文化・、スポーツ振興部文化課が、
2008～2009 年度に実施した媽祖像をはじめ
とする渡来神仏像の悉皆調査の一部に参加
した。さらに 2010 年度に開始した共同研究
「西欧・中国・日本史料による１６－１７世
紀東アジア海域史の総合的研究」（科学研究
補助金）では、韓国や西欧史料における媽祖
関連記事の調査に着手している。 
 
２．研究の目的 
本研究の最終目的は、16 世紀から 19 世紀

の日本列島に残る媽祖系信仰の遺物・遺跡・
伝承を基軸的な素材として、東アジアにおけ
る航海信仰の伝播・融合・転生の文化交渉的
様相と、その背景をなすヒト・モノ・情報の
交流の具体相の解明することである。今回は
研究期間の３年間で、日本各地の古媽祖像と
その関係史料のさらなる調査と、台湾・中国
（福建と山東遼東）・韓国で対照のための補
充調査を実施し、収集資料の整理と検証を進
めながら、国内外の関連研究集会や学術刊行
物に中間報告的な成果公表をおこない、これ
まで共同研究の一環として進めてきた本研
究の体系化する最終準備を整えたい。 
 
３．研究の方法 
①  本研究は、これまで主として共同研究の
一環として進めてきたが、成果の公表に至ら
なかった内容を体系化する準備として、デー
タの補充と検証、中間的とりまとめを行なう
ものである。 
②  本研究は、現地調査（国内 12～15 回、
海外 4 回）、収集した資料の分析と検証、検
証結果の中間的とりまとめ（研究集会への参
加報告）を主な内容とする。 
③  現地調査は、史料・遺物・遺跡の写真撮
影や聞取りによる資料収集を主な内容とす
る。また、図書館や資料館など資料保管施設
の架蔵資料の複写もおこなう。 
④  本研究は研究代表者が全て遂行し、研究
分担者・連携研究者は置かない。国外での研
究調査を円滑に遂行するため、３名の海外研
究協力者（中国・台湾・韓国）を置く。国内
研究調査はこれまでの研究調査で培ってき
た人的ネットワークを活用し、研究協力者は



特に置かない。 
 
４．研究成果 
本研究では、国内における史料・遺跡・遺

物・伝承の調査によって、次の諸事項を確認
し、さらに歴史学的検証をおこなった。 
①  近世鹿児島城下における媽祖堂と唐寺
の存在。 
② 関東・東日本沿岸の天妃社から流布した
守護札の実在。 
③ 18 世紀以降、出版物の影響で日本各地の
町人上層に媽祖信仰の情報が流布していっ
た状況。 
④ 北前船主が媽祖伝承の影響で、持ち船の
守護神として祀った中国製女神像の存在。 
⑤ 同じく船主と船頭・船員の契約儀礼でも
ある船祝（起舟祭・船玉祭）の場に祀られる
船玉神像に媽祖をモデルとした女神像が使
用された諸事例。 
⑥ 進貢船の媽祖信仰儀礼や公船の船方衆の
諸家門の媽祖信仰など、近世冲縄の媽祖信仰
のローカル化の諸相。 
 
  同時に日本の諸事例と対照するため、以下
の事例を検証する海外調査をおこなった。 
①  中国南部から伝播した媽祖および土地
公や王爺などの信仰の、台湾におけるローカ
ル化の過程。 
②  中国南部から伝播した媽祖信仰の北部
の、渤海湾周辺における在来航海神（海神娘
娘）との融合状況。 
③  マレーシアに移住した華人社会におけ
る信仰の歴史と、その中における媽祖の位相。 
    
  以上の調査成果を検証・考察した結果、次
のような結論と見通しを得た。 
①  日本列島に現存する古媽祖像には、16～
17 世紀に華人の移動・移住にともなうものと、
18 世紀以降の日本列島における航海信仰の
展開（外来信仰のローカル化）の中で作成さ
れたものの、二系統に分類できる。 
② 前者は、本来の航海神から、日本社会に
帰化した華人や海外に渡航する琉球の上級
船乗りの家門の守護神に変容しながら、信仰
が維持されていった。 
③ 後者のうち、藩権力の寺社再編によって
設置された常陸の天妃社は、修験道との融合
によって航海・漁業神として独自の展開を遂
げた。 
④ 船乗りたちに広がった媽祖像は、近世的
水上交通体系の成立に伴って出現した船玉
神（船魂の神格化）の展開と、密接な関係を
有する。 
⑤ さらに地域によっては、媽祖（天妃）は、
水神や、女性の二十三夜講の守護神に転生し、
独自の展開を遂げた。 
⑥  以上のような媽祖信仰展開におけるロ
ーカル化の様相は、日本と同じく 16 世紀以
降媽祖信仰が伝播する台湾や中国北部や、19
世紀以降に媽祖信仰が本格的に伝播するマ

レーシアでも同種の様相が見られ、東アジア
の文化交渉に共通する事象として、追求して
いく必要がある。 
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